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法人会の理念

法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し

地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である
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公益社団化10周年に寄せて

私は、令和５年６月９日に開催されました公益社団法人大田原法人会の通常総
会・臨時理事会におきまして会長職を担うこととなりました大橋・保です。
大田原法人会は、令和５年４月１日に公益社団法人となり、人間でいうと１０歳を
むかえました。これを記念し、令和５年度を公益社団化１０周年と位置付けし、３つの
事業を行うことといたしました。
一つ目に、公益社団化１０周年記念公開講演会の実施です。担当委員会の会議
により、令和５年１２月２４日、那須野が原ハーモニーホール大ホールでの「歌う海賊
団ｯ！ファミリーコンサート」を実施いたしました。歌う海賊団の「子育てにまつわるイラ
イラや不安、そして悩みを、エンターテイメントで笑顔に変え、少しでも気持ちに余裕
をもって、子育てに前向きになってもらうための活動をしています。」（海賊団のホー
ムページより抜粋）という活動方針に共感して、地域の子ども達やご家族向けに開
催いたしました。ご来場の皆様方には、大好評をいただいたところでございます。
二つ目に、本誌であります公益社団化１０周年記念誌の作成です。担当委員会の
会議により、直近に発行した社団化３０周年記念誌と年度が一部重複するものの、
公益社団化後の１０年間を内部資料として整備しておくことが重要との意見が多
かったことから、１０年間の最終日であります令和６年３月３１日現在の内容で発行
することといたしました。
最後に支部合併の準備です。具体的には、湯津上支部から黒羽支部との合併に
関する提案がありましたので、総務委員会の内部に「支部運営検討分科会」を設置
し、数回の会議等を経て各々の支部全体会議により当事者としての決定の後に、理
事会にて規約改正をおこなったところであります。実質的には令和６年５月１５日予
定の支部全体会議より、黒羽湯津上支部がスタートすることとなります。
以上が、令和５年度の約１年間の重要ポイントであります。会員減少や財政上の
問題など課題は山積みですが、これらの対策を講じつつ、社会の変化にも乗り遅れ
ないような運営が重要と考えます。関係者の皆様におかれましては、今後ともご指導
ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

・ 令和6年3月31日

・ 公益社団法人　大田原法人会

・ 会長　大橋　保



歴 代 会 長歴 代 会 長 社団法人大田原法人会～公益社団法人社団法人大田原法人会～公益社団法人社団法人大田原法人会～公益社団法人歴 代 会 長
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初代会長
長谷川 光篤

塩原自動車株式会社
昭和59年10月23日～

平成３年６月26日

二代目会長
矢口　晃

株式会社ヤグチ
平成３年６月27日～

平成11年5月24日

三代目会長
小瀧 信光

有限会社小滝光男商店
平成11年５月25日～

平成15年5月21日

四代目会長
藤田 祐輔

株式会社大一不動産
平成15年５月22日～

平成19年 5月22日

五代目会長
加藤 利勝

株式会社山形屋
平成19年５月23日～

平成22年11月19日

六代目会長
城田 民男

那須製紙株式会社
平成23年５月26日～

令和５年６月８日

七代目会長
大橋　保

大橋総設工業株式会社
令和５年６月９日～

令和６年現在
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大田原法人協会の歴史
昭和２６年　９月２５日 大田原法人協会発足。初代会長に玉木三子氏（故人・那須土木株式

会社が就任。事務局を大田原商工会議所内に設置
昭和３２年　５月２５日 二代目会長に植竹虎太氏（故人・株式会社植竹虎太商店）就任
昭和４７年１０月 事務所を大田原税務署内に移転
昭和４８年　６月２５日 三代目会長に長谷川光篤氏（故人・塩原自動車株式会社）が就任
昭和５５年１１月１１日 婦人部が誕生
昭和５９年１０月２３日 大田原法人協会解散

社団法人大田原法人会の歴史
昭和５９年１０月２３日 社団法人大田原法人会設立総会開催。初代会長に長谷川光篤氏が選出

された。
昭和６０年　１月１１日 関東信越国税局より社団法人大田原法人会設立許可
昭和６０年　１月２３日 社団法人大田原法人会記念式典
昭和６０年　４月１３日 青年部が誕生
昭和６０年　６月　１日 社団法人大田原法人会 会報誌第１号発行
昭和６１年　１月 会報誌名を ” 法人おおたわら ” に改め発行
平成　３年　６月２７日 二代目会長に矢口晃氏（故人・株式会社ヤマグチ）就任
平成　７年１１月　７日 社団化１０周年式典を開催
平成　８年１１月　５日 全国法人会総連合よりモデル法人会の指定を受ける
平成　９年　５月 女性部、大田原赤十字病院へウォッシュクロス（綿布）の寄贈開始
平成　９年１１月１９日 平成９年度モデル法人会研究発表会
平成１０年　６月２９日 大田原市伊藤電設２階に事務所移転
平成１１年　５月２５日 三代目会長に小瀧信光氏（故人・有限会社小滝光男商店）就任

平成１１年１０月～ 青年部、社会貢献活動青少年育成講演会
｛守ろう地球・めざそう宇宙｝開始

平成１５年　５月２２日 四代目会長に藤田祐輔氏（故人・株式会社大一不動産）就任
平成１７年　４月 女性部、盲導犬育成協力一円募金開始
平成１７年１１月１１日 社団化２０周年記念式典を開催
平成１９年　５月２３日 五代目会長に加藤利勝氏（故人・株式会社山形屋）就任
平成２０年　２月　７日 女性部第一回「租税教室」開催（蜂巣小学校）
平成２２年１１月１９日 加藤利勝会長、任期途中で逝去
平成２２年１１月２９日 佐藤憲一副会長が次期総会まで会長代行に就任
平成２３年　５月２６日 六代目会長に城田民男氏（那須製紙株式会社）就任
平成２４年１０月２４日 公益法人認定答申
平成２５年　３月２１日 公益法人認定書交付



公益社団法人大田原法人会の誕生
～ 公益化への移行の経過 ～～ 公益化への移行の経過 ～
公益社団法人大田原法人会の誕生
～ 公益化への移行の経過 ～
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平成２０年１２月、１１０年ぶりに新しくなった公益法人制度が施行となり、これによ
り旧民法での法人は、施行後の平成２５年１１月３０日までの５年間に公益法人又は
一般法人への移行の選択をすることとなりました。大田原法人会では、以下の経過
をたどり、公益社団法人を選択し移行しました。

平成２３年 ２月 ２１日 「公益法人制度改革研究会」発足に伴う会議において、公益法人制度 
   検討委員会のメンバー推薦を各支部に依頼し、下表の委員を選出。委 
   員長を森本氏として計７回の委員会を開催しました。

平成２３年 ５月 １９日 第１回公益法人検討委員会
 ６月 ２０日 第２回公益法人検討委員会
 ７月 ２８日 第３回公益法人検討委員会
 ８月 ２５日 第４回公益法人検討委員会
 ９月 ２７日 第５回公益法人検討委員会
 １０月 ２４日 第６回公益法人検討委員会
 １１月 ２４日 第７回公益法人検討委員会
平成２４年 ５月 ２４日 第２８回通常総会において、公益認定申請手続及び諸規程を承認
 ８月 ６日 移行認定申請書を栃木県知事に提出
 １０月 ２４日 審議会において移行認定が適当である旨の答申
平成２５年 ３月 ２１日 公益社団法人大田原法人会認定書交付
 ４月 １日 公益社団法人大田原法人会に移行登記完了

委　員　長 森本　敬三（大田原支部）

支 　 部 　 名 公益法人制度検討委員 支 部 名 等 公益法人制度検討委員

大 田 原 支 部 小 川 　 典 重 杉 山 　 文 昭 黒 羽 支 部 菊 地 　 真 司 大 西 　 広 明

黒 磯 支 部 天 野 　 鋭 彦 阿 久 津 省 三 湯 津 上 支 部 小 林 　 勝 美 越 沼 　 哲 士

西那須野支部 小 滝 　 信 幸 伊 藤 　 一 嘉 青 年 部 工 藤 海 査 生 野 澤 　 俊 則

那 須 支 部 大 平 　 　 誠 平 山 　 　 忠 女 性 部 富 塚 　 キミ 和 泉 　 郁 子

塩 原 支 部 君 島 　 正 憲

公益社団法人の認定書を手にする
当時の城田民男会長

（平成25年3月21日）

公益社団法人の認定書
（平成25年3月21日）



201320132013 平成平成2525年度（平成年度（平成2525年４月～平成年４月～平成2626年３月）年３月）
・インターネットを使った選挙運動が解禁（・インターネットを使った選挙運動が解禁（44月月1919日）日）
・富士山、世界文化遺産に登録（・富士山、世界文化遺産に登録（66月月2222日）日）
・・20202020年東京オリンピック開催決定（年東京オリンピック開催決定（99月月77日）日）

平成25年度（平成25年４月～平成26年３月）
・インターネットを使った選挙運動が解禁（4月19日）
・富士山、世界文化遺産に登録（6月22日）
・2020年東京オリンピック開催決定（9月7日）

6

平成 25年
	 ４月	 １日	 公益法人認定登記完了
	 ６月	１１日	 公益社団法人第１回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　長谷川幸洋氏
	 	 	「激動する政局の行方」
	 ７月	 １日	 会報誌名を「なすのはら」に改称
	 ８月	２７日	 雇用トラブル対策セミナー　赤澤	将氏
	 	 	「トラブルを防ぐ雇用リスク対策のポイント」
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１０月	 ８日	 経営者向けセミナー　團	弘志氏
	 	 	「本当に大丈夫ですか？・・・企業防衛」
	１１月	 ６日	 公開講演会　奥村　幸治氏
	 	 	「イチローに学ぶ」
	１１月	２７日	 消費税改正法研修会

平成 26年
	 ２月	１８日	 財務セミナー　星　叡（ただし）氏
	 	 	「儲けた利益はどこへ消えたのか？」
	 ３月	２６日	 春季研修会　大田原税務署長	渡辺明人氏
	 	 	「若者が陥りやすい罠」

青年部の活動
	 ４月	１６日	 安全パトロールステッカー寄贈
	 ５月	１５日	 税務研修会　山下尚志氏（大田原税務署長）
	 	 	「税務行政を取巻く環境について」
	 ９月	２６日	 チャリティゴルフ大会
	 ３月	１５日	 研修会　秋元	義彦氏
	 	 	「前例がないからやってみよう！気楽に頑張れ」

女性部の活動
	 ４月	１６日	 ウォッシュクロス・カット作業
	 ４月	２４日	 全体会議・研修会　山下	尚志氏（大田原税務署長）
	 	 	「税務行政を取巻く環境について」
	 ７月	～ 1月	 イチゴプロジェクト（年２回）
	 ９月	 	 税に関する絵はがきコンクール
	 	 	 租税教室
	 ３月	 ６日	 講演「気と健康講話」

総会時記念講演（6月11日）

雇用トラブル対策セミナー（8月27日）

公開講演会（11月6日）

安全パトロールステッカー寄贈（4月16日）

租税教室（2月6日金沢小学校）



20142014 平成平成2626年度（平成年度（平成2626年４月～平成年４月～平成2727年３月）年３月）
・群馬県富岡製紙工場、世界文化遺産に登録（・群馬県富岡製紙工場、世界文化遺産に登録（66月月2121日）日）
・御嶽山で大規模な水蒸気爆発（・御嶽山で大規模な水蒸気爆発（99月月2727日）日）

平成26年度（平成26年４月～平成27年３月）
・群馬県富岡製紙工場、世界文化遺産に登録（6月21日）
・御嶽山で大規模な水蒸気爆発（9月27日）2014
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平成 26年
	 ６月	１１日	 公益社団法人第２回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　守屋　淳氏
	 	 	「孫子の兵法とビジネスチャンス」
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１０月	１６日	 全国大会「とちぎ大会」開催
	１０月	２８日	 公開講演会　蓮池　薫氏
	 	 	「夢と絆」
	１１月	 	 税を考える週間での「税の啓蒙」「花の種キャンペーン」
	１１月	１３日	 消費税完納推進宣言式、納税表彰式

平成 27年
	 １月	２７日	 経営支援セミナー　星　叡（ただし）氏
	 	 	「知っておきたい経営者のための賢い相続税対策」
	 ３月	１９日	 税務研修会　大田原税務署長　石澤	繁夫氏
	 	 	「税のあれこれ～こぼれ話～」

青年部の活動
	 ４月	２５日	 安全パトロールステッカー寄贈
	 ５月	１２日	 税務研修会　渡辺	明人氏（大田原税務署長）
	 	 	「誤り・謝り」
	 ８月	１１日	 第１回ルーキーズカップ（西那須野支部）
	 ９月	１８日	 チャリティゴルフ大会
	 ３月	２４日	 スキルアップセミナー　澁谷	有里氏
	 	 	「印象力アップ講座」

女性部の活動
	 ４月	１８日	 ウォッシュクロス・カット作業
	 ５月	 ８日	 全体会議・研修会　渡辺明人氏（大田原税務署長）
	 	 	「誤り・謝り」
	 ７月	～ 1月	 イチゴプロジェクト（年２回）
	 ９月	 	 税に関する絵はがきコンクール、租税教室
	 ２月	１９日	 研修会　星野	一明氏「遺言書の書き方」
	 	 	 　　　　鳥　海明氏「医療・健康セミナー」

総会時記念講演（6月11日）

全国大会「とちぎ大会」（10月16日）

公開講演会（10月28日）

スキルアップセミナー（3月24日）

租税教室（1月21日寺子小学校）



20152015 平成平成2727年度（平成年度（平成2727年４月～平成年４月～平成2828年３月）年３月）
・安全保障関連法案が成立（・安全保障関連法案が成立（99月月1919日）日）
・マイナンバー制度運用開始（・マイナンバー制度運用開始（1010月月55日）日）
・北海道新幹線開業（・北海道新幹線開業（33月月2626日）日）

平成27年度（平成27年４月～平成28年３月）
・安全保障関連法案が成立（9月19日）
・マイナンバー制度運用開始（10月5日）
・北海道新幹線開業（3月26日）2015

8

平成 27年
	 ６月	１１日	 公益社団法人第３回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　橋本	真由美	氏
	 	 	「凛として生きる」
	 ８月	２４日	 税務研修会
	 	 	「マイナンバー制度について」
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１０月	２７日	 公開セミナー　
	 	 	「マイナンバー制度の会社実務対策」
	１１月	 ６日	 公開講演会　金田一	秀穂	氏
	 	 	「心地よい日本語」

平成 28年
	 ２月	１８日	 公開セミナー
	 	 	「ストレスチェックセミナー」

青年部の活動
	 ４月	３０日	 安全パトロールステッカー寄贈（大山小学校）
	 ５月	２１日	 税務研修会
	 ８月	１２日	 第２回ルーキーズカップ（西那須野支部）
	１０月	 ６日	 チャリティゴルフ大会
	 ３月	２３日	 青年部経営セミナー
	 	 	「お客様が感動し社員が躍動する会社作り」

女性部の活動
	 ９月	 	 租税教室　石上小ほか８小学校で実施
	 ３月	１１日	 救急救命講習会
	 ３月	２９日	 ウォッシャブル・クロスカット、那須赤十字病院へ寄贈

総会時記念講演（6月11日）

公開講演会（11月6日）

公開セミナー（2月18日）

安全パトロールステッカー寄贈（4月30日）

ウオッシャブルクロス寄贈（3月29日）



20162016 平成平成2828年度（平成年度（平成2828年４月～平成年４月～平成2929年３月）年３月）
・熊本地震発生（・熊本地震発生（44月月1414日）日）
・選挙権が・選挙権が1818歳に引き下げられる（歳に引き下げられる（66月月1919日）日）
・新しい祝日「山の日」導入（・新しい祝日「山の日」導入（88月月1111日）日）

平成28年度（平成28年４月～平成29年３月）
・熊本地震発生（4月14日）
・選挙権が18歳に引き下げられる（6月19日）
・新しい祝日「山の日」導入（8月11日）2016
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平成 28年
	 ６月	 ８日	 公益社団法人第４回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　杉山	春樹	氏
	 	 	「失敗は成幸だ！」
	 ９月	 ５日	 税務研修会
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１１月	 ７日	 公開講演会　家田	荘子	氏
	 	 	「自分らしく生きるために～家田からのエール～」
	１１月	１６日	 納税表彰式

平成 29年
	 ２月	２２日	 公開セミナー　神尾	弘和	氏
	 	 	「日本史の先人から学ぶ！部下のほめ方・叱り方」
	 ３月	１７日	 春季研修会　

青年部の活動
	 ４月	２７日	 安全パトロールステッカー寄贈
	 ５月	１２日	 税務研修会
	 ９月	～２月	 女性部租税教室見学勉強会
	１０月	２７日	 チャリティゴルフ大会
	１２月	 ９日	 青年部経営セミナー　
	 	 	「サトカメ流地域一番店戦略！」

女性部の活動
	 ４月	２２日	 全体会議、税務研修会
	 ９月	～２月	 租税教室　羽田小ほか８小学校で実施
	１２月	 ８日	 盲導犬育英基金に寄贈
	 ３月	 ３日	 研修会（救急救命講習会）
	 ３月	２７日	 ウォッシュクロスカット作業、那須赤十字病院へ寄贈

総会時記念講演（6月8日）

公開講演会（11月7日）

納税表彰式（11月16日）

チャリティゴルフ大会（10月27日）

女性部研修会（3月3日）



20172017 平成平成2929年度（平成年度（平成2929年４月～平成年４月～平成3030年３月）年３月）
・福岡県の沖ノ島、世界遺産に登録（・福岡県の沖ノ島、世界遺産に登録（77月月99日）日）
・九州北部で集中豪雨・九州北部で集中豪雨
・羽生善治氏、「永世七冠」・羽生善治氏、「永世七冠」

平成29年度（平成29年４月～平成30年３月）
・福岡県の沖ノ島、世界遺産に登録（7月9日）
・九州北部で集中豪雨
・羽生善治氏、「永世七冠」2017
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平成 29年
	 ６月	 ８日	 公益社団法人第５回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　大塚　徹	氏
	 	 	「あなたの会社・店は生き残れますか？」
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１０月	 	 税制改正提言活動（地元選出国会議員）
	１１月	１７日	 公開講演会　菊地	幸夫	氏（弁護士）
	 	 	「魅力的人生のススメ」

税制改正提言活動

青年部の活動
	 ５月	 １日	 安全パトロールステッカー寄贈
	 ５月	２４日	 青年部全体会議、税務研修会　熊谷		勝	氏
	 	 	「下請法について」
	 ９月	２６日	 租税教室講師勉強会
	 １月	２６日	 租税教室（豊浦小学校）
	 ２月	 ６日	 青年部経営支援セミナー　潮　一生	氏
	 	 	「事業継承は人づくり・地域づくり」

女性部の活動
	 ４月	２７日	 女性部全体会議、税務研修会
	 ９月	 	 租税教室（波立小学校ほか７小学校）
	 １月	２４日	「税に関する絵はがきコンクール」審査会
	 ２月	１５日	 女性部公開セミナー
	 ３月	１３日	「税に関する絵はがきコンクール」表彰式

総会時記念講演（6月8日）

公開講演会（11月17日）

（10月11日　那須塩原市）（10月2日　那須町）（９月28日　大田原市）

安全パトロールステッカー寄贈（5月1日　大山小）

租税教室（1月26日豊浦小学校）



20182018 平成平成3030年度（平成年度（平成3030年４月～平成年４月～平成3131年３月）年３月）
・地下鉄サリン事件首謀者らの死刑執行（・地下鉄サリン事件首謀者らの死刑執行（77月月66日）日）
・東日本豪雨（・東日本豪雨（77月月55日）、北海道胆振東部地震（日）、北海道胆振東部地震（99月月66日）日）
・大谷翔平選手、メジャー新人王獲得（・大谷翔平選手、メジャー新人王獲得（1111月月1212日）日）

平成30年度（平成30年４月～平成31年３月）
・地下鉄サリン事件首謀者らの死刑執行（7月6日）
・東日本豪雨（7月5日）、北海道胆振東部地震（9月6日）
・大谷翔平選手、メジャー新人王獲得（11月12日）2018
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青年部の活動
	 ５月	２１日	 青年部全体会
	 ８月	１２日	 那須野ヶ原ルーキーズカップ
	 ９月	２６日	 租税教室講師勉強会
	１２月	～ 1月	 租税教室（埼玉小学校ほか２校）
	 ３月	２２日	 青年部経営支援セミナー　潮　一生	氏
	 	 	「補助金、助成金活用セミナー」

女性部の活動
	 ４月	２７日	 女性部全体会議、税務研修会
	 ９月	２６日	 租税教室講師勉強会
	１２月	～１月	 租税教室（鍋掛小学校ほか６小学校）
	 ２月	２６日	 女性部公開セミナー
	 	 	「労働災害対策セミナー」
	 ３月	１３日	「税に関する絵はがきコンクール」表彰式

平成 30年
	 ６月	１４日	 公益社団法人第６回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　潮　一生	氏
	 	 	「事業継承は人づくり・地域づくり」
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	 ９月	 ３日	 会報１００号発行記念	歴代会長による座談会
	１０月	 	 税制改正提言活動（地元選出国会議員）
	１１月	 ６日	 公開講演会　蓮池　薫	氏
	 	 	「夢と絆」

平成 31年
	２月２２日	 	 公開セミナー　吉田	幸弘	氏
	 	 	「西郷隆盛の人心掌握術」

税制改正提言活動

総会時記念講演（6月14日）

歴代会長による座談会（9月3日）

（10月10日　那須町）（9月25日　大田原市）

那須野ヶ原ルーキーズカップ（8月12日）

税に関する絵はがきコンクール表彰式
（3月13日）



20192019 平成平成3131年・令和元年度年・令和元年度（平成（平成3131年４月・令和元年５月～令和２年３月）年４月・令和元年５月～令和２年３月）平成31年・令和元年度（平成31年４月・令和元年５月～令和２年３月）
・天皇陛下即位。「令和」に改元（・天皇陛下即位。「令和」に改元（55月月11日）日）
・消費税・消費税1010％スタート（％スタート（1010月月11日）日）
・・WHOWHO、新型コロナウィルスに「パンデミック宣言」（、新型コロナウィルスに「パンデミック宣言」（33月月1111日）日）

・天皇陛下即位。「令和」に改元（5月1日）
・消費税10％スタート（10月1日）
・WHO、新型コロナウィルスに「パンデミック宣言」（3月11日）2019
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平成３１年・令和元年
	 ６月	１３日	 公益社団法人第７回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　中里　実	氏
	 	 	「日本経済再生の展望について」
	 ９月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１０月	 	 税制改正提言活動（地元選出国会議員）
	１１月	 ７日	 公開講演会　相田	一人	氏
	 	 	「夢はでっかく　根は深く」

令和２年
	 ２月	 ７日	 経営支援セミナー　川島	雪子	氏
	 	 	『「それハラスメント！」と言われないための上手な
	 	 	 　コミュニケーション』

税制改正提言活動

青年部の活動
	 ５月	１３日	 青年部全体会・税務研修会
	 	 	「働き方改革に取り組みながら強い会社を創る方法」
	 ８月	１２日	 那須野ヶ原ルーキーズカップ
	１２月	 	 租税教室（大田原小学校ほか２校）

女性部の活動
	 ４月	２３日	 女性部全体会議、税務研修会
	 	 	「公的年金制度について」
	１２月	～１月	 租税教室（大貫小学校ほか５校）
	 １月	２７日	 税に関する絵はがきコンクール審査会
	 ２月	２１日	 女性部健康セミナー
	 	 	「医療格差とセカンドオピニオン」
	※税に関する絵はがきコンクール表彰式は
　コロナ感染予防対策のため中止

総会時記念講演（6月13日）

公開講演会（11月7日）

（10月11日　那須町）（10月1日　大田原市）（9月25日　那須塩原市）

那須野ヶ原ルーキーズカップ（8月12日）

絵はがきコンクール審査会　（1月27日）



20202020 令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）
・新型コロナウィルスに対し緊急事態宣言発令（・新型コロナウィルスに対し緊急事態宣言発令（44月月77日）日）
・安部首相、辞任表明（・安部首相、辞任表明（88月月2828日）。菅義偉氏、首相就任（日）。菅義偉氏、首相就任（99月月1616日）日）
・米大統領選挙、バイデン氏勝利（・米大統領選挙、バイデン氏勝利（1111月月33日）日）

令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）
・新型コロナウィルスに対し緊急事態宣言発令（4月7日）
・安部首相、辞任表明（8月28日）。菅義偉氏、首相就任（9月16日）
・米大統領選挙、バイデン氏勝利（11月3日）2020
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令和２年
	 ６月	１３日	 公益社団法人第８回通常総会
	 	 	 ※総会時記念講演は中止
	１０月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１１月	 	 税制改正提言活動（地元選出国会議員）
	１１月	１９日	 Ｚｏｏｍセミナー
	１２月	２２日	 Ｚｏｏｍセミナー（第２回）

令和３年
	 １月	１４日	 赤十字献血協力
	 ３月	２２日	 新型コロナ感染対策基金寄付（那須町）
	 ３月	２６日	 新型コロナ感染対策基金寄付（大田原市）
	 ３月	３０日	 新型コロナ感染対策基金寄付（那須塩原市）

税制改正提言活動

青年部の活動
	 ５月	１３日	 青年部Ｚｏｏｍセミナー
	 	 	「コロナウィルス対策補助金・助成金相談会」
	 ９月	１５日	 租税教室（那須塩原市立西小学校）
	１１月	 ４日	 租税教室（埼玉小学校）
※青年部全体会議、ルーキーズカップはコロナ感染防止のため中止

女性部の活動
	 ６月	１２日	 租税教室（蛭田小学校）
	 ９月	１０日	 租税教室（佐良土小学校）
	１０月	１５日	 租税教室（横林小学校）
	１２月	１１日	 女性部セミナー
	 	 	「デジタル遺品について」
	※女性部全体会議、税に関する絵はがきコンクール表彰式は
　コロナ感染予防対策のため中止

総会時記念講演（6月13日）

公開講演会（11月7日）

（10月６日　那須町）（10月２日　大田原市）（１０月１日　那須塩原市）

租税教室（11月4日埼玉小学校）

租税教室（6月12日蛭田小学校）



20212021 令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）
・東京五輪、・東京五輪、11年延期で開幕（年延期で開幕（77月月2323日）日）
・岸田内閣発足（・岸田内閣発足（1010月月44日）日）
・藤井聡太竜王、最年少五冠達成（・藤井聡太竜王、最年少五冠達成（22月月1212日）日）

令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）
・東京五輪、1年延期で開幕（7月23日）
・岸田内閣発足（10月4日）
・藤井聡太竜王、最年少五冠達成（2月12日）2021
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令和３年
	 ６月	１７日	 公益社団法人第９回通常総会
	 	 	 ※総会時記念講演は中止
	１１月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	１１月	 ２日	 公開講演会　小泉	武夫	氏
	 	 	「新型コロナ後の食生活と免疫・長寿の獲得」
	１１月	１２日	 納税表彰式
	１２月	 	 税制改正提言活動（地元選出国会議員）

令和４年
	 ２月	２５日	 赤十字献血協力

税制改正提言活動

青年部の活動
	 ５月	２６日	 青年部全体会議　税務研修会　蕎麦田	武	氏
	 	 	「インボイス制度の概要について」
	 ６月	～１月	 租税教室（薄葉小学校ほか３校）
	１０月	２９日	 青年部Ｚｏｏｍセミナー　吉田	健一郎	氏
	 	 	「インボイス制度について」
	 ３月	１８日	 青年部Ｚｏｏｍセミナー
	 	 	「インボイス制度と電子帳簿保存法について」

女性部の活動
	 ４月	２１日	 女性部全体会議
	 ５月	～１月	 租税教室（川西小学校ほか１０校）
	 １月	２８日	 税に関する絵はがきコンクール審査会
	※税に関する絵はがきコンクール表彰式は
　コロナ感染予防対策のため中止

第9回通常総会（6月17日）

公開講演会（11月2日）

納税表彰式（11月12日）

（11月26日　那須塩原市）（11月26日　大田原市）

青年部全体会議時講演会（5月26日）

租税教室（6月14日黒田原小学校）



20222022 ・知床観光船「・知床観光船「KAZUKAZUⅠ」沈没事故（Ⅰ」沈没事故（44月月2323日）日）
・安部晋三元首相、撃たれ死亡（・安部晋三元首相、撃たれ死亡（77月月88日）日）
・ＷＢＣで「侍ジャパン」優勝（令和５年・ＷＢＣで「侍ジャパン」優勝（令和５年33月月2121日）日）

・知床観光船「KAZUⅠ」沈没事故（4月23日）
・安部晋三元首相、撃たれ死亡（7月8日）
・ＷＢＣで「侍ジャパン」優勝（令和５年3月21日）

令和４年度（令和４年４月～令和５年３月）令和４年度（令和４年４月～令和５年３月）令和４年度（令和４年４月～令和５年３月）2022
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令和４年
	 ６月	１６日	 公益社団法人第１０回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　中村	朱美	氏
	 	 	「逆境に負けない中小企業の在り方」
	１１月	１０日	 公開講演会　山村	武彦	氏
	 	 	「目からうろこの地震　防災対策」
	１０月	２９日	 第２２回全国障害者スポーツ大会ボランティア
	１２月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	 	 	 	税制改正提言活動（地元選出国会議員）

令和５年
	 ２月	２１日	 赤十字献血協力

税制改正提言活動

青年部の活動
	 ５月	３１日	 青年部全体会議、税務研修会
　	 	 	「日本酒の話」
	 ５月	～１月	 租税教室（薄葉小学校ほか６校）
	 ８月	１１日	 ルーキーズカップ
	１１月	１５日	 中学校租税教室見学
	 ３月	１６日	 税務研修会

女性部の活動
	 ４月	２８日	 女性部全体会議、税務研修会
	 	 	「日本酒の話」
	 ５月	～７月	 租税教室（東陽小学校ほか７校）
	１１月	１６日	 税に関する絵はがきコンクール表彰式
	 ３月	 ９日	 女性部自彊術体験教室

総会時記念講演（6月16日）

公開講演会（11月10日）

（12月26日　那須塩原市）（12月15日　大田原市）（12月7日　那須町）

スポーツ大会ボランティア（10月29日）

税に関する絵はがきコンクール表彰式
（11月16日）



20232023 令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）
・新型コロナ、インフルエンザ並みの「・新型コロナ、インフルエンザ並みの「55類」に引き下げられる（類」に引き下げられる（55月月88日）日）
・福島第一原子力発電所の処理水、海洋放水開始（・福島第一原子力発電所の処理水、海洋放水開始（88月月2424日）日）
・自民党の安部派政治資金パーティ収入の裏金化疑惑判明（・自民党の安部派政治資金パーティ収入の裏金化疑惑判明（1212月）月）

令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）
・新型コロナ、インフルエンザ並みの「5類」に引き下げられる（5月8日）
・福島第一原子力発電所の処理水、海洋放水開始（8月24日）
・自民党の安部派政治資金パーティ収入の裏金化疑惑判明（12月）2023
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令和５年
	 ６月	１６日	 公益社団法人第１１回通常総会
	 	 	 総会時記念講演　草場　寛子	氏
	 	 	「モノづくり大国日本　中小企業の未来設計」
	１０月	２４日	 チャリティーゴルフ大会
	１１月	 	 税制改正提言活動（大田原市・那須塩原市・那須町）
	 	 	 税制改正提言活動（地元選出国会議員）
	１１月	２１日	 年末調整説明会・税務研修会
	１２月	２４日	 公益社団化１０周年記念公開講演会「歌う海賊団ッ！」

税制改正提言活動

青年部の活動
	 ５月	～７月	 租税教室（川西小学校ほか４校）
	 ５月	２３日	 全体会議、税務研修会　齋藤	章	氏
	 	 	「日本酒の話」
	 ８月	２６日	 那須野が原ルーキーズカップ
	 ３月	１９日	 経営支援セミナー　藤田	慶二郎	氏
	 	 	「相手の心を開くコミュニケーション」

女性部の活動
	 ４月	２６日	 全体会議、税務研修会　齋藤	章	氏
	 	 	「教えて！電子帳簿保存法」
	 ５月	～６月	 租税教室（黒磯小学校ほか４校）
	 ９月	２８日	 税に関する絵はがきコンクール審査会
	１１月	１６日	 税に関する絵はがきコンクール表彰式
	 ２月	 ２日	 大田原社会福祉協議会へタオル寄贈
	 ３月	１４日	 健康セミナー　川島	俊彦	氏、渡邊	洋一	氏（アフラック）
	 	 	「がんに備えるために必要なこと」

総会時記念講演（6月16日）

10周年記念公開講演会（12月24日）

（12月7日　那須塩原市）（11月27日　那須町）（11月21日　大田原市）

税務研修会（11月21日）

女性部、タオル寄贈（2月2日）
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大田原支部長　　稲田　和弘
公益化１０周年を迎え、心より御慶び申し上げます。
この間、時代は平成から令和に移り、明るい未来を感じさせるも、ウクライナ
紛争、新型コロナウィルス感染症など世界規模で困難を強いられている状況に
より経済活動の停滞が続きました。人口減少社会に入った今、我々中小企業は
ますます先行き不透明な厳しい情勢にあります。
我々が今置かれている現状は、法人の廃業、会員企業の減少など決して目
をそらすことができないものではありますが、活動を通して、税の知識取得、納
税意識の啓蒙、企業経営・地域社会の発展に寄与する魅力ある事業を共に発
信していく所存です。今後とも皆様からのより一層のご支援ご協力を心からお
願い申し上げます。

黒磯支部長　　髙木　　茂
　この度、公益化１０周年を迎え、これからはより充実した組織作りと社会貢
献活動に取り組まなくてはならない時期に入ったなと思っております。法人会
は、日頃から納税意識の向上と公益性の高い活動を行っております。この活動
は、政府の審査を経て公益認定を受けた法人会に与えられるもので、社会的信
用度が高くなるということは、益々気を引き締めて社会貢献活動に取り組まなく
てはならないということです。これから先が公益社団法人大田原法人会として
の真価が問われる時期かなと思っております。皆様におかれましては、私たちの
活動に対する更なるご理解とご協力をお願いする次第でございます。

西那須野支部長　　星野　仁
大田原法人会公益化１０周年おめでとうございます。
先輩方が、大田原法人会の進むべき方向性を熟慮断行したのだと思いま
す。
公益とは、「不特定かつ多数の者の利益」を表します。大田原法人会を公益
化することにより、法人自らの利益追求だけでなく、私たちの社会にさまざまな
好影響を与える事業を公に行えます。地域の人たちの笑顔を守るために、大田
原法人会として起こせる行動を会員同志の信頼・尊敬・感謝の心を持ち行動で
きるよう公益化したのだと思います。
法人会の活動方針は、税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務
に関する提言を行い健全な納税者の団体として活動し、適正・公正な申告納税
制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与して行くことです。税に関す
る事業・会員企業に対する経営支援活動・地域社会貢献活動・共益事業とし
て、会員企業の社員・企業を守るための福利厚生の支援、地域で頑張っている
企業に対しての税知識の普及啓発・消費税・法人税申告説明会等様々な事業
が有ります。各委員会が協力しつつ、企業同士を結び付け更なる発展に寄与す
ることにより、自社の力を強め、地域貢献に役立つようになるのだと思います。
微力ではございますが、一会員としてこれからも公益財団法人大田原法人会
のお手伝いをさせて頂きますのでよろしくお願いいたします。
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黒羽支部長　佐藤　正勝
法人会が社団法人から公益社団法人となり１０年が過ぎました。現在、黒羽
湯津上支部長として、「公益化１０周年」に当たり、私の思いを述べさせていた
だきます。
１０年前、公益社団法人となりましたが、我々会員にとって特に活動内容が変
わったわけではありません。また、この１０年間に、公益社団法人になったことを
強く意識した方もあまりいないのではないでしょうか。我々の活動は、公益化前
から公益的な事業を行い社会からも公益性の高い団体だと認識されていまし
た。だからこそ、１０年前の法改正の際にも法人会は、公益社団法人として認め
られたのです。このことは、会員のひとりとしてとても誇りに思います。公益化１０
周年を迎え、私たち会員は、この公益性についてより深く考えるべき時を迎えた
のではないかと考えます。一つひとつの事業の公益性や、公益社団法人の会員
としての個人のあり方など、団体、そして個人として考える時なのだと思います。
次の１０年に向け、自らを律し、より社会貢献していく団体であり続けることを皆
さんと共に目指していきたいです。

那須支部長　小林　信夫
公益化１０周年、誠におめでとうございます。併せて、諸先輩方の並々ならぬ
ご尽力に、心より感謝申し上げます。
　この先、時代に即した本会であるよう、微力ながら寄与できるよう努めてま
いります。皆様の更なるご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上
げます。

塩原支部長　青山　吉博
時代の要請もあり、公益法人化準備委員会が結成され、その一員として末席
を穢しました。
その当時を、振り返りたいと思います。
当時の大塩事務局長のもと、準備委員会が結成され、何名かの会員が召集
されました。当初より、概ね規約の検討が主たる内容だった記憶がございます。
特に、主な新しい注意点として、収益事業と公益事業の峻別の厳格化と、法人
会理事の善管注意義務の発生と、理事の人的適格資格を印象深く思い出しま
す。何回かの委員会では、当局の指導もありましたが、一字一句の逐条解釈に
終始する極めて地味な委員会でした。数回にわたる委員会におかれましては、
審議内容検討にあたり、地道な作業に耐え、何とか法人化にたどり着けました
のは、一重に、大塩事務局長の忍耐強いご指導の賜物と、感じ入った次第で
す。



公益社団化10周年に寄せて公益社団化10周年に寄せて公益社団化10周年に寄せて

19

湯津上支部長　越沼　哲士
公益社団法人大田原法人会に移行し10年、これまで発足以来の理念遂行
にご尽力いただきました皆様、そして現会員の皆様のご活躍をお慶び申し上げ
ます。
最近の感染症パンデミックや不安定な世界・経済情勢、自然災害への不安
などに加え、これからの10年、人口減少社会への様々な対応で激変が予想さ
れる経済環境下では私達のような地域事業者の果たす役割はますます重要と
なって参ります。
私達大田原法人会は、理念に基づき今後とも地域の存続を担い邁進する会
員の皆様と地域社会のために、経営者団体としての社会的役割の遂行や社会
貢献活動をして参ります。倍旧のご理解と主体的なお力添え、そしてご指導をお
願い申し上げます。

青年部長　　大江　理一郎
大田原法人会公益化１０周年おめでとうございます。この節目を迎えられた
事を大変慶ばしく、心よりお祝い申し上げます。また歴代役員及び会員各位の
ご尽力に感謝申し上げます。
昨今の賃上げ、円安からの物価高騰に負けずに我々青年経営者も企業経営
に邁進し、地域発展にさらに貢献するよう尽力致します。
これからも法人会活動を通じ、税を理解し、経営者としてより良く成長できる
よう努めてまいりますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

女性部長　和泉　郁子
公益社団法人大田原法人会が“公益法人１０周年”を迎えられましたこと、
心よりお祝い申し上げます。
この１０年の間には、平成から令和に元号が変わり、世界では新型コロナの
流行、終わりの見えない戦争の恐怖がありました。国内では熊本及び能登の大
地震、さらに昨今の異常気象には言葉に表せないほどの驚きがあります。
さて、振り返ってみますと、女性部は歴代の先輩方が導いてくださった社会貢
献活動に力を入れております。小学６年生を対象とした租税教室開催によって、
“税金の大切さを理解する”一助となるよう活動しております。また、盲導犬育成
に役立てて頂きたいと、募金活動も行っております。これからも女性部は互いに
協力し合いながら、法人会活動に取り組んでいきたいと思います。
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年度 平成25年・26年度 平成27年・28年度

会 長 城田民男 城田民男

副会長
森本敬三
平山　忠
佐藤憲一

時庭　稔
大西広明

小貫満康
青山吉博
（７名）

森本敬三
平山　忠
越沼哲士

高木　茂
大西広明

角橋　徹
青山吉博
（７名）

常任理事

川永作衛
高木　茂
大平　誠
谷地信一
小林勝美
冨塚キミ

大橋　保
塗茂哲治
鈴木文雄
田中三郎
越沼哲士

天野鋭彦
伊藤　進
猪股弘樹
君島敏明
小川典重
（16名）

川永作衛
阿久津繁
大平　誠
佐藤正勝
小林勝美
富塚キミ

大橋　保
久留生正人
鈴木文雄
田中三郎
中澤達雄

天野鋭彦
小瀧信幸
猪股弘樹
菊池　悟
小川典重
（16名）

理　事

野澤俊則
阿久津千陽
大武幸雄
和泉郁子
郡司栄子
今野好夫
小山田ヨシ子
高安良伸
浅野秀世
鈴木一美
菊地成典
澤田次男
大江宣武
小滝信幸
阿久津勉
鈴木　晃
菊池眞司
郡司　等

渡邉勇人
君島弘晃
郡司トミ子
一宮和子
星　友子　
若林六平
稲田和弘
赤川久二
鈴木耕二
人見和夫
阿久津　繁
小出文雄
生駒恵一
森木隆一
関根謙治
白井伸雄
菊池　悟

古森　昇
佐藤正勝
石山桂子
和氣喜美子
玉木勇介
諏訪エチノ
鷹栖揚輔
市川一男
印南雄彦
若松　洋
氷見定明
星野　仁
伊藤一嘉
八巻文子
片桐俊輔
植竹雅弘
君島広一
（52名）

野澤俊則
阿久津千陽
郡司　等
和泉郁子
郡司栄子
今野好夫
稲田和弘
赤川久二
印南雄彦
菊地成典
佐藤一博
澤田次男
伊藤一嘉
阿久津一志
関根謙治
白井伸雄
君島広一

渡邉勇人
高塩竜太
吉澤和子
一宮和子
佐藤素子
若林六平
鷹栖揚輔
浅野秀世
鈴木一美
村山　茂
伊藤　進
星野　仁
古森　昇
八巻文子
片桐俊輔
菊池眞司
八木沢幸子

小宮満夫
丹野　洋
石山桂子
和氣喜美子
玉木勇介
諏訪エチノ
高安良伸
鈴木耕二
人見和夫
星野岳央
氷見定明
生駒憲一
平石初則
阿久津勉
鈴木　晃
星　孝
米岡次夫
（51名）

監　事 村田　捻
萩原秀幸

小板橋博幸 高田修一
（４名）

村田　捻
萩原秀幸

小板橋博幸 高田修一
（４名）

顧　問 若林治子

（敬称略）
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年度 平成29年・30年度 令和元年・令和２年

会 長 城田民男 城田民男

副会長
森本敬三
平山　忠
越沼哲士

高木　茂
大西広明

角橋　徹
青山吉博
（７名）

大橋　保
大平　誠
越沼哲士

高木　茂
佐藤正勝

角橋　徹
青山吉博
（７名）

常任理事

川永作衛
阿久津繁
大平　誠
佐藤正勝
小林勝美
和氣喜美子

大橋　保
久留生正人
田村浪行
田中三郎
中澤達雄

人見和夫
小瀧信幸
猪股弘樹
菊池　悟
阿久津一志
（16名）

稲田和弘
久留生正人
田村浪行
菊池　悟
和泉郁子

人見和夫
小瀧信幸
猪股弘樹
小林勝美

阿久津繫
関根謙治
田中三郎
渡邊勇人
（13名）

理　事

野澤俊則
白井秀樹
郡司　等
和泉郁子
鈴木さゆみ
小川典重
稲田和弘
杉山文昭
村山　茂
鈴木康弘
相馬義一
伊藤　進
生駒憲一
小宮満夫
阿久津勉
白井伸雄
堀越弘二

渡邉勇人
丹野　洋
吉澤和子
一宮和子
佐藤素子
若林六平
鷹栖揚輔
大金正俊
星野岳御央
藤田泰章
平川琢巳
澤田次男
古森　昇
杉山　靖
関根謙治
菊池眞司
八木沢幸子

塗茂康治
高塩竜太
石山桂子
郡司栄子
玉木勇介
冨塚キミ
高安良伸
菊地成典
佐藤一博
室井康隆
天野鋭彦
星野　仁
平石初則
八巻文子
片桐俊輔
星　孝
米岡次夫
（51名）

森本敬三
片桐俊輔
川永作衛
冨塚キミ
八巻文子
飯沼泰祐
一宮和子
和氣喜美子
館林貴之
村山　茂
石山桂子

星野岳央
星　孝
吉澤和子
鷹栖揚輔
阿久津一志
白井伸雄
丹野　洋
鈴木さゆみ
佐藤素子
佐藤一博
室井康隆

小宮満夫
米岡次夫
小川典重
高安良伸
宮澤栄子
白井秀樹
郡司栄子
高塩竜太
菊地成典
鈴木康弘
平川琢巳
（33名）

監　事 村田　捻
萩原秀幸

小板橋博幸 高田修一
（４名）

駒場善一
萩原秀幸

小板橋博幸 高田修一
（４名）

顧　問
（敬称略）



年度別役員名簿年度別役員名簿年度別役員名簿
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年度 令和３年・令和４年 令和５年

会 長 城田民男 大橋　保

副会長
大橋　保
関根謙治
越沼哲士

高木　茂
佐藤正勝

小瀧信幸
青山吉博
（７名）

福田和弘
小林信夫
越沼哲士

高木　茂
佐藤正勝

星野　仁
青山吉博
（７名）

常任理事

稲田和弘
阿久津繫
田村浪行
田中三郎
高安良伸

鷹栖揚輔
久留生正人
小林信夫
菊池　悟
和泉郁子

人見和夫
星野　仁
猪股弘樹
小林勝美
（14名）

鷹栖揚輔
渡邊勇人
人見裕一
田中三郎
大江理一郎

小川典重
久留生正人
平山　諭
菊池　悟
和泉郁子

阿久津繫
小関　栄
猪股弘樹
小林勝美
（14名）

理　事

森本敬三
白井伸雄
川永作衛
橋本有子
阿久津一志
一宮和子
稻澤武礼
鈴木さゆみ
星　友子
佐藤一博
平川琢巳

星野岳央
丹野　洋
吉澤和子
大金正俊
大江理一郎
砂川撤男
郡司栄子
高塩竜太
菊地成典
鈴木康弘
渡邊勇人

角橋　徹
米岡次夫
小川典重
八巻文子
中村美智子
渡邊信一
和氣喜美子
館林貴之
村山　茂
室井康隆
石山桂子
（33名）

森本敬三
白井伸雄
川永作衛
橋本有子
阿久津一志
大原浩幸
稻澤武礼
薄井孝子
星　友子
佐藤一博
平川琢巳

星野岳央
丹野　洋
吉澤和子
大金正俊
宮澤栄子
砂川撤男
郡司栄子
高塩竜太
菊地成典
友野広規
時庭岳士

角橋　徹
磯裕二
高安良伸
八巻文子
小瀧信幸
高久　美穂
和氣喜美子
館林貴之
村山　茂
室井康隆
石山桂子
（33名）

監　事 駒場善一
萩原秀幸

小板橋博幸 高田修一
（４名）

駒場善一
萩原秀幸

小板橋博幸 高田修一
（４名）

顧　問 城田民男

（敬称略）



会員の推移会員の推移会員の推移
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各支部の加入率 令和６年 3月 31日現在

支部名 法人数 会員数 加入率

大田原支部 810 340 42.0%

黒磯支部 1,355 429 31.7%

西那須野支部 778 344 44.2%

那須支部 564 191 33.9%

黒羽支部 193 91 47.2%

塩原支部 181 78 43.1%

湯津上支部 56 23 41.1%

合　計 3,937 1,496 38.0%

（各年とも３月31日現在）
年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

法人数 3,866 3,952 3,863 3,862 4,008 3,739 3,727 3,831 3,766 3,827 3,937

会員数 1,776 1,755 1,735 1,698 1,672 1,635 1,591 1,571 1,558 1,536 1,496

加入率 45.9 44.4 44.9 44.0 41.7 43.7 42.7 41.0 41.4 40.1 38.0
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各支部の住所・連絡先各支部の住所・連絡先各支部の住所・連絡先
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大田原支部・ 大田原市山の手１－１－１　皇漢堂ビル１階
・ 大田原商工会議所内
・ ℡　0287（22）2273　　fax　0287（22）7643

黒磯支部・ 那須塩原市末広町６４－２７
・ 那須塩原市商工会内
・ ℡　0287（62）0373　　fax　0287（63）9451

西那須野支部・ 那須塩原市南郷屋4-137
・ 西那須野商工会内
・ ℡　0287（36）0697　　fax　0287（36）8279

黒羽湯津上支部・ 大田原市黒羽向町１１２－２
（令和６年５月15日合併予定）・ 黒羽商工会内
・ ℡　0287（54）0568　　fax　0287（54）4327

那須支部・ 那須郡那須町寺子丙４
・ 那須町商工会内
・ ℡　0287（72）0231　　fax　0287（72）5927

塩原支部・ 那須塩原市塩原６７５－９
・ 那須塩原市商工会塩原支所内
・ ℡　0287（32）3767　　fax　0287（32）2509

図中の黒羽支部と湯津上支部は、令和６年５月
１５日に合併し、黒羽湯津上支部になります。



会報の歴史
・ 昭和60年・ 「社団法人大田原法人会報」第1号が発刊

・ 昭和61年1月・ 第3号から「法人おおたわら」に改名

・ 平成25年7月・ 第84号から「なすのはら」に改名、現在に至る。

写真１　大田原法人協会婦人部結成大会（昭和55年11月11日）

写真２　社団法人大田原法人会設立記念式典（昭和59年10月23日）

写真３　大田原市山の手に移転した大田原法人会事務所（平成元年）

写真４　大田原市本町の伊藤電設２階に移転した事務所（平成10年）

写真５　公益社団法人として初めての通常総会（平成25年6月11日）

大田原法人会公益化１０周年記念誌

・ 発　　行　　日・ 令和７年３月２４日

・ 発行責任者・ 大・橋　　　保・ ・

・ 編集責任者・ 越・沼・哲・士　

今までに発行した記念誌

表紙写真の説明

「法人おおたわら」
昭和61年1月（3号）～

平成25年1月（83号）

社団化１０周年記念誌
（平成7年11月7日発行）

社団化2０周年記念誌
（平成17年11月11日発行）

社団化3０周年記念誌
（平成28年3月25日発行）

「なすのはら」
平成25年7月（84号）～

現在

1

4 5

2 3



公益社団法人 大田原法人会
〒324－0041
栃木県大田原市本町1－2701－11
サイトーバルコニー２０２

TEL 0287－23－4802
FAX 0287－22－5985
URL https://ohtawara.or.jp


